
ブライスちゃんやリカちゃんなど人形の着物も

　

加
賀
友
禅
は
、藍
・
臙
脂
・
黄
土
・
草
・
古
代
紫
の
加
賀
五
彩
を
基
調
と

し
た
落
ち
着
い
た
色
味
と
、草
花
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
写
実
的
な

絵
柄
が
特
徴
。色
の
濃
淡
を
つ
け
る「
ぼ
か
し
」や
自
然
の
葉
っ
ぱ
を
そ

の
ま
ま
に
描
く「
虫
喰
い
」の
技
法
な
ど
、け
っ
し
て
派
手
さ
は
な
く
そ

れ
で
い
て
上
品
で
優
美
な
絵
柄
を
得
意
と
し
て
い
る
。

　

兼
六
園
の
そ
ば
に
あ
る
会
館
で
は
、加
賀
友
禅
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
紹
介
し
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
。1
階（
有
料
）で

は
加
賀
友
禅
の
着
物
展
示
や
そ
の
工
程
を
紹
介
。加
賀
友
禅
作
家
、森

田
耕
三
さ
ん
の
彩
色
実
演
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
地
階（
無
料
）

に
は
、名
刺
入
れ
や
ネ
ク
タ
イ
な
ど
加
賀
友
禅
の
小
物
販
売
の
ほ
か
、

加
賀
友
禅
の
手
描
き
と
型
染
め
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。オ
リ
ジ
ナ

ル
の
友
禅
ハ
ン
カ
チ
や
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

SNS映えスポット花鳳凰の前での撮影は自由

手描き友禅体験に挑戦しよう

身近なところに思わぬ発見
あり! 訪ねてみれば、楽しい
話題や不思議な情報もいっ
ぱい。魅力あふれる石川を
巡ってみましょう!!

076-224-5511　　金沢市小将町8-8
9:00～17:00　　水曜（祝日の場合は開館）
入館310円、体験は1650円～
建物ウラに有料Pあり

住
時 休
料
P

☎

巻頭特集

加賀友禅作家、森田耕三さんの実演が見られる

四季の自然美を巧みに描く加賀友禅着物の展示
手描名刺入5060円～やネクタイなどの
手描き友禅小物が並ぶ

金
沢
市

伝
統
工
芸

●
か
が
ゆ
う
ぜ
ん
か
い
か
ん

加
賀
藩
の
美
意
識
を
映
す
加
賀
友
禅

【
加
賀
友
禅
会
館
】

【

】

Discover
ISHIKAWA石川を再発

見しよう!

今こそ

2021

お

け

で
か
カ
タ
ロ
グ

応
援

Data

2021



【
金
沢
く
ら
し
の
博
物
館
】

【
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
】

【
金
沢
城
公
園
】

076-234-3800
（石川県金沢城・兼六園管理事務所）
金沢市兼六町1
7:00～18:00
（10月16日～2月末日は8:00～17:00）
無休　　入園320円
周辺有料駐車場利用

住
時

休 料
P

☎

076-234-3800
（石川県金沢城・兼六園管理事務所）
金沢市丸の内1-1
7:00～18:00（10月16日～2月末日は8:00～17:00）、
菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪門、
河北門、鼠多門は9:00～16:30（入館は～16:00）
無休　　
入園無料
（菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪門は入館320円）
周辺有料駐車場利用

住
時

休

料

P

☎

【
兼
六
園
】

【

】

　

藩
政
期
に
約
１
８
０
年
を
費

し
、金
沢
城
外
側
に
造
ら
れ
た
回

遊
式
庭
園
で
、水
戸
の
偕
楽
園
、岡

山
の
後
楽
園
と
並
ぶ
日
本
三
名
園

の
一
つ
。園
名
は
、宏
大・幽
邃・人

力・蒼
古・水
泉・眺
望
と
い
う
六
つ

の
兼
備
が
、難
し
い
名
園
の
条
件
を

備
え
て
い
る
と
い
う
意
味
。樹
木
と

池
泉
、橋
な
ど
造
形
物
と
が
描
く

景
観
は
変
化
に
富
み
、「
ミ
シ
ュ
ラ

ン・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド・ジ
ャ
ポ
ン
」

の
三
つ
星
を
獲
得
し
て
い
る
。

栄螺山に登って霞ヶ池を見下ろしてみよう

曲水には桜がよく似合う

霞ヶ池のほとりの内橋亭でお抹茶を

金
沢
市

庭  

園

安政5年（1858）再建の三十間長屋は国の重要文化財二の丸を守る役目をもつ菱櫓

金
沢
市

庭  

園

●
け
ん
ろ
く
え
ん

【
金
沢
城
公
園
】

【

】

　

外
様
一
の
大
藩
だ
っ
た
加
賀

藩
の
藩
主
居
城
跡
を
整
備
。藩
政

時
代
か
ら
残
る
石
川
門
、三
十
間

長
屋
、鶴
丸
倉
庫
は
重
要
文
化

財
。平
成
以
降
に
復
元
さ
れ
た
の

は
菱
櫓
・
五
十
間
長
屋
・
橋
爪
門

続
櫓
・
橋
爪
門
、河
北
門
、玉
泉
院

丸
庭
園
、鼠
多
門
・
鼠
多
門
橋
。以

上
の
城
郭
建
築
は
、史
料
を
も
と

に
伝
統
的
な
木
造
軸
組
工
法
に

よ
っ
て
建
造
さ
れ
、内
部
の
見
学

も
で
き
る
。

●
か
な
ざ
わ
じ
ょ
う
こ
う
え
ん

世
界
が
称
賛
す
る
大
名
庭
園

076-262-3236
金沢市出羽町3-1
9:00～17:00（展示室は～16:30）
展示替え・整理の期間
常設展観覧300円
45台

住
時
休
料
P

☎

076-222-5740
金沢市飛梅町3-31
9:30～17:00（入館は～16:30）
展示替え期間
入館310円
4台

住
時
休
料
P

☎

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
建
物

は
、陸
軍
兵
器
庫
や
金
沢
美
術
工

芸
大
学
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

赤
レ
ン
ガ
建
築
。生
活
用
品
、加
賀

藩
ゆ
か
り
の
工
芸
品
や
武
具
、歴

史
資
料
を
多
数
所
蔵
、石
川
県
の

旧
石
器
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で
を

実
物
展
示
、ジ
オ
ラ
マ
、映
像
、パ

ネ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
。能
登
の
キ
リ
コ
祭
り
を
始
め

石
川
の
祭
礼
を
扱
う
民
俗
コ
ー

ナ
ー
も
見
ど
こ
ろ
。

昭和の暮らしを再現したコーナー

レトロな階段や手すりも見どころ

屋外には辰巳用水石管の展示も

金
沢
市

博
物
館

●
い
し
か
わ
け
ん
り
つ
れ
き
し
は
く
ぶ
つ
か
ん

時
系
列
で
た
ど
る
石
川
の
歩
み

　

明
治
時
代
に
建
造
さ
れ
、２
つ

の
尖
塔
と
中
央
の
屋
根
か
ら「
三

尖
塔
校
舎
」の
愛
称
を
持
つ
石
川

県
第
二
中
学
校
の
木
造
校
舎
を

活
用
。館
内
に
は
、町
家
の
ベ
ン

ガ
ラ
塗
り
の
赤
い
壁
の
座
敷
を

再
現
し
、昭
和
の
茶
の
間
や
家
電

製
品
な
ど
の
生
活
用
品
を
展
示
。

ま
た
、金
沢
の
風
物
詩
や
料
理
な

ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、貴
重

な
伝
統
工
芸
や
産
業
の
制
作
用

具
も
展
示
す
る
。　

明治時代の洋風木造学校建築で国の重要文化財

懐かしい昭和の電化製品や生活用品を展示

高度成長期の家庭の暮らしを再現した展示室

金
沢
市

博
物
館

●
か
な
ざ
わ
く
ら
し
の
は
く
ぶ
つ
か
ん

金
沢
な
ら
で
は
の
生
活
を
紹
介

藩
政
期
の
威
容
を
示
す
復
元
城
郭

【
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
】

【

】

【
金
沢
く
ら
し
の
博
物
館
】

【

】

Data

Data

Data

Data
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【
大
本
山 

總
持
寺
祖
院
】

0767-42-0355（志賀町観光協会）
0767-48-1233（能登金剛遊覧船）
志賀町富来牛下
　　 見学自由、乗船1200円（遊覧船運航は
　　 8:00～16:00ごろ）
150台

住
時 休 料

P

☎

0768-42-0005
輪島市門前町門前1-18甲
8:00～17:00
無休
拝観500円
50台

住
時
休
料
P

☎

　

能
登
半
島
西
岸
、志
賀
町
の
福

浦
港
か
ら
ヤ
セ
の
断
崖
ま
で
の
約

29
㎞
は
荒
々
し
い
岩
礁
が
続
く
景

勝
地
で
、能
登
金
剛
と
よ
ば
れ

る
。巌
門
は
そ
の
代
表
的
な
奇
岩

の
一
つ
。海
に
突
き
出
た
岩
盤
に

浸
食
に
よ
る
洞
門
が
あ
り
、幅
6

ｍ
、高
さ
15
ｍ
、奥
行
き
60
ｍ
も
の

大
き
さ
。3
月
下
旬
か
ら
11
月
下

旬
に
は
、巌
門
、鷹
の
巣
岩
、碁
盤

島
を
巡
る
能
登
金
剛
遊
覧
船
が
運

航
さ
れ
る
。

大きな洞門が見られる巌門

遊覧船で海から巌門をみるのもいい

約4Km先の機具岩（能登二見）も必見

志
賀
町

景
勝
地

●
が
ん
も
ん

日
本
海
の
豪
快
、巧
み
な
造
形

　

元
享
元
年（
１
３
２
１
）、曹
洞

宗
大
本
山
と
し
て
瑩
山
紹
瑾
禅

師
が
開
創
。隆
盛
期
は
末
寺
１
万

６
０
０
０
余
り
を
数
え
た
が
、明

治
時
代
に
伽
藍
を
焼
失
。大
本
山

は
横
浜
市
に
移
転
、祖
廟
と
し
て

七
堂
伽
藍
が
再
建
さ
れ
た
。予
約

を
す
れ
ば
、坐
禅
や
精
進
料
理
を

味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。２
０
２

１
年
は
、開
創
７
０
０
年
と
し
て

の
記
念
事
業
を
開
催
。周
辺
施
設

で
も
記
念
展
示
が
行
わ
れ
る
。

お経を収めている経蔵。すべてのお経を読んだことになる輪蔵式

輪
島
市

寺  

院

●
だ
い
ほ
ん
ざ
ん 

そ
う
じ
じ
そ
い
ん

開
創
７
０
０
年
の
風
格
あ
る
禅
林

【
巌 

門
】

【

】

【
大
本
山 

總
持
寺
祖
院
】

【

】

0767-27-1226
羽咋市滝谷町ヨ1
8:00～17:00（11月～3月は～16:30）
無休
拝観500円
150台

住
時
休
料
P

☎

0768-22-7653（輪島市朝市組合）
輪島市河井町
8:00～12:00ごろ
第2・第4水曜
朝市駐車場600台（午前中は1回300円）

住
時
休
P

☎

　

永
仁
２
年（
１
２
９
４
）、日
蓮

宗
宗
祖
の
孫
弟
子
・
日
像
上
人
が

開
山
し
た
北
陸
最
初
の
法
華
道

場
。藩
政
時
代
に
は
加
賀
３
代
藩

主
前
田
利
常
の
母
・
寿
福
院
の
菩

提
寺
と
な
り
、寿
福
院
や
利
常
ら

前
田
家
か
ら
多
く
の
堂
宇
を
寄
進

さ
れ
た
。北
陸
唯
一
の
五
重
塔
を

は
じ
め
、本
堂
、鐘
楼
、経
堂
な
ど

建
造
物
10
棟
が
国
指
定
重
要
文
化

財
、書
院
庭
園
は
県
指
定
名
勝
で
、

見
ご
た
え
が
あ
る
。

慶長時代（1596－1615）に建立された本堂優美で華麗な五重塔は必見。元和4年（1618）建立

境内の裏手は、羽咋市の永光寺とを結んだ伝説の峨山道

羽
咋
市

寺  

院

●
み
ょ
う
じ
ょ
う
じ

重
文
多
数
の
能
登
の
至
宝

　

起
源
は
平
安
時
代
、神
社
の
祭

礼
日
な
ど
に
物
々
交
換
を
し
た

こ
と
に
始
ま
る
と
伝
わ
る
。岐
阜

の
高
山
、千
葉
の
勝
浦
と
と
も
に

日
本
三
大
朝
市
の
一
つ
。「
朝
市

通
り
」と
よ
ば
れ
る
商
店
街
に
、

鮮
魚
、一
夜
干
し
、水
産
加
工
品
、

野
菜
、漬
物
、菓
子
、民
芸
品
な
ど

約
２
０
０
も
の
露
店
が
並
ぶ
。お

ば
ち
ゃ
ん
の
呼
び
声
と
観
光
客

と
の
や
り
と
り
で
常
に
賑
わ
い

を
見
せ
る
。

季節の果物や野菜などを並べるおばちゃん

生ものから輪島塗までさまざまな商品が販売される

各種干物は交渉次第でおまけが付くことも

輪
島
市

朝  

市

●
わ
じ
ま
あ
さ
い
ち

千
年
以
上
続
く
奥
能
登
の
名
所

【
妙
成
寺
】

【

】

【
輪
島
朝
市
】

【

】

け
い
ざ
ん
じ
ょ
う
き
ん

Data

Data

Data

Data

2425



【
ラ
・
ネ
ネ
グ
ー
ス
】

【
H
I
M
I
T
O 

光
水
土
】

【

】

　
「
ピ
ー
ル
ア
ー
ト
」を
体
感
で
き

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
。ピ
ー
ル

ア
ー
ト
は
青
果
の
皮
や
卵
の
殻
な

ど
を
用
い
た
ク
ラ
フ
ト
で
、普
段

捨
て
ら
れ
る
素
材
が
オ
ブ
ジ
ェ
や

ラ
ン
タ
ン
と
な
っ
て
存
在
感
を
取

り
戻
す
。タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
を
装

飾
し
た
店
内
は
と
て
も
幻
想
的
。

店
内
撮
影
を
す
る
場
合
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
を
カ
メ
さ
ん
の
貯
金
箱
に
。

金
額
に
応
じ
て
作
品
を
返
礼
品
に

し
て
く
れ
る
。

優しい光を放つピールアートのランプタンポポの綿毛を飾り付けた奥の部屋は幻想空間

金
沢
市

ア
ト
リ
エ

●
ひ
み
と

新
生
ア
ー
ト
が
創
る
幻
想
空
間

076-224-3730
金沢市中川除町51
12:34～17:00
不定休
鑑賞1000円、学生800円
なし

住
時
休
料
P

☎

【
H
I
M
I
T
O 

光
水
土
】

【

】

【
ラ
・
ネ
ネ
グ
ー
ス
】

　

今
年
で
42
年
目
、地
域
に
親
し

ま
れ
て
き
た
正
統
派
フ
レ
ン
チ
。

季
節
を
探
求
し
た
コ
ー
ス
料
理

は
素
材
の
持
ち
味
を
最
大
限
引

き
出
し
た
も
の
で
、シ
ェ
フ
の
食

材
へ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

特
に
地
元
農
家
や
市
場
に
足
を

運
ん
で
選
ん
だ
食
材
を
使
う
料

理
は
高
評
価
。町
家
を
改
装
し
た

店
内
奥
の
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
は

犀
川
を
眺
め
ら
れ
る
。デ
ィ
ナ
ー

６
６
０
０
円
〜
、要
予
約
。

金沢屈指のフランス料理店の味を堪能古民家のクラシカルなインテリア

金
沢
市

フ
レ
ン
チ

●
ら
・
ね
ね
ぐ
ー
す

季
節
を
謳
う
町
家
フ
レ
ン
チ

076-243-6651
金沢市千日町1-16
17:30～21:30
（金・土・日曜、祝日は11:30～14:00も営業）
月曜（祝前日の場合は営業）
なし

住
時

料
P

☎

【
ラ
・
ネ
ネ
グ
ー
ス
】

【

】

Data

　

創
業
は
宝
暦
2
年（
1
7
5
2
）、

金
沢
の
料
亭
と
し
て
最
も
長
い
歴

史
を
持
つ
。伊
藤
博
文
や
芥
川
龍

之
介
ら
貴
人
文
人
を
迎
え
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
数
多
く
、大
正
時
代
の

凝
っ
た
細
工
の
座
敷
や
松
尾
芭
蕉

ゆ
か
り
の
部
屋
な
ど
、随
所
に
時

代
が
匂
い
立
つ
。料
理
は
、旬
の
素

材
と
伝
統
の
器
を
多
用
し
た
、料

理
人
の
技
が
映
え
る
会
席
料
理
。

昼
1
万
6
5
0
0
円
〜
、夜
2
万

2
0
0
0
円
〜
。

個室や座敷、テーブル席もあるたまにはちょっと奮発して洗練された加賀料理を

金
沢
市

会
席
料
理

●
つ
ば
じ
ん

歴
史
が
息
づ
く
極
上
の
饗
応

076-241-2181
金沢市寺町5-1-8
11:00～13:00LO、17:00～19:00LO
昼夜とも要予約
不定休
20台

住
時

休
P

☎

【
つ
ば
甚
】

【

】

DataData

【
穂
濤（
旧
杉
の
井
）】

　

料
理
、器
、設
え
、接
客
に
お
い

て
、料
亭
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
現

す
る
。明
治
建
築
の
邸
宅
を
改
装

し
た
風
雅
な
座
敷
、増
築
さ
れ
た

モ
ダ
ン
な
離
れ
、端
正
な
日
本
庭

園
か
ら
成
る
。料
理
は
、素
材
の
厳

選
か
ら
盛
付
ま
で
正
統
に
則
っ
た

会
席
料
理
や
加
賀
料
理
で
、昼
の

会
席
9
0
0
0
円
〜
、夜
は
1
万

6
0
0
0
円
〜
。手
始
め
は
、離
れ

で
供
す
る
昼
の
く
ず
し
会
席
料
理

5
0
0
0
円
〜
を
。

くずし会席瀬音5000円。献立は月2回替わる

庭の緑を望む離れのテーブル席

本館の個室には座敷とテーブル席がある

金
沢
市

会
席
料
理

●
ほ
な
み
（
き
ゅ
う
す
ぎ
の
い
）

料
亭
の
真
髄
を
貫
く
名
店

【
穂
濤（
旧
杉
の
井
）】

【

】

076-243-2288
金沢市清川町3-11
11:30～13:00LO、17:00～20:00LO
（昼夜とも要予約）
不定休
20台

住
時

休
P

☎
Data

2627



ボリュームたっぷりの真カキフルコース

水揚げしたてのカキは新鮮でぷくぷく

中居湾の海景色を眺めながらの食事

【coast table

】

輪島塗の噐をふんだんに使った夕食

拭漆造りの浴場で、ゆったり湯船に身をまかせて

部屋の名前の看板装飾も古民家っぽい

080-1966-1761
穴水町中居南2字107
11:00～15:00LO
水曜
（祝日の場合は翌日、6月～11月は火・水曜休み）
6台

住
時
休

P

☎

　

穴
水
湾
に
臨
む
能
登
カ
キ
料

理
の
店
で
、カ
キ
は
自
家
養
殖
し

た
も
の
。12
月
〜
5
月
下
旬
の
真

カ
キ
時
期
に
は
フ
ル
コ
ー
ス

3
3
0
0
円
〜
や
焼
き
牡
蠣
6

個
8
8
0
円
な
ど
、オ
フ
シ
ー
ズ

ン
は
魚
介
の
バ
ー
ガ
ー
セ
ッ
ト

1
1
0
0
円
〜
や
岩
カ
キ
料
理

（
6
月
〜
8
月
中
旬
）を
提
供
。凪

の
海
を
眺
め
な
が
ら
、能
登
製
木

炭
の
コ
ン
ロ
を
囲
む
テ
ー
ブ
ル

で
魚
貝
を
焼
く
の
が
楽
し
い
。

穴
水
町

カ
キ
料
理

●
こ
ー
す
と 

て
ー
ぶ
る

海
辺
に
佇
む
能
登
カ
キ
専
門
店

【coast table

】

【

】

0768-22-9933
輪島市河井町4-4
checkin15:00/checkout10:00
不定休
1泊2食付き8950円～
7台

住
時
休

料
P

☎

　

能
登
ヒ
バ
や
ス
ギ
を
多
用
し
、

柿
渋
下
地
総
拭
漆
を
施
し
た
宿
。

４
つ
の
客
室
は
漆
喰
と
能
登
和

紙
が
あ
し
ら
わ
れ
、温
泉
を
引
い

た
風
呂
の
内
装
も
拭
漆
造
り
、湯

船
は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
の
殻
の

研
ぎ
出
し
仕
上
げ
。食
事
は
輪
島

漁
港
に
揚
が
る
魚
介
を
中
心
に
、

地
元
の
野
菜
、米
、調
味
料
を
使

い
、輪
島
塗
の
器
で
。輪
島
の
伝

統
に
ひ
た
り
つ
つ
静
か
な
時
を

過
ご
せ
る
。

輪
島
市

民  

宿

●
ふ
か
さ
ん

輪
島
の
旬
と
漆
文
化
の
宿

【
深 

三
】

【

】

【
お
で
ん
居
酒
屋 

三
幸
】

　

昨
今
、金
沢
の
食
の
ジ
ャ
ン
ル

に
定
着
し
た
金
沢
お
で
ん
、そ
の

代
表
店
と
し
て
観
光
客
が
列
を
な

す
繁
盛
店
。開
業
よ
り
50
余
年
、魚

介
系
関
西
風
出
汁
が
決
め
手
の
お

で
ん
タ
ネ
約
40
種
に
は
、加
賀
野

菜
、加
賀
麩
、ふ
か
し
な
ど
当
地
な

ら
で
は
の
も
の
も
。ほ
か
、刺
身
1

人
前
1
3
2
0
円
、惣
菜
な
ど
酒

が
す
す
む
一
品
が
揃
う
。時
代
が

変
わ
っ
て
も
、昭
和
の
面
影
が
心

地
よ
い
庶
民
の
飲
み
屋
だ
。

飲み干せるほど旨い出汁にリピート続出。梅貝550円、源助大根440円など

2代目と3代目親子が切り盛りし、先代の味をしっかり受け継ぐ

長いカウンター席がある店内

金
沢
市

居
酒
屋

●
お
で
ん
い
ざ
か
や 

み
ゆ
き

愛
さ
れ
て
半
世
紀
の
お
で
ん
屋

【
お
で
ん
居
酒
屋 

三
幸
】

【

】

076-222-6117
金沢市片町1-10-3
17:00～22:30LO
おでんが売切れ次第閉店
日曜、祝日
なし

住
時

休
P

☎
Data

Data

Data

【
ビ
ス
ト
ロ
・
ラ
・
コ
ン
テ
ィ
】

　

金
沢
に
お
け
る
草
分
け
的
な
ビ

ス
ト
ロ
で
、し
っ
か
り
と
し
た
味

わ
い
の
ア
ラ
カ
ル
ト
と
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
の
が
コ
ン
テ
ィ
流
。マ
ダ

イ
の
ポ
ワ
レ
、キ
ッ
シ
ュ
・
ロ
レ
ー

ヌ
な
ど
ク
ラ
シ
カ
ル
な
料
理
が
揃

い
、一
皿
を
２
人
で
シ
ェ
ア
で
き

る
ボ
リ
ュ
ー
ム
。ワ
イ
ン
は
ハ
ウ

ス
ワ
イ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
銘
醸

ワ
イ
ン
ま
で
多
彩
。ア
ン
テ
ィ
ー

ク
な
雰
囲
気
も
寛
ぎ
の
時
を
約
束

し
て
く
れ
る
。

パリの老舗レストランを意識した入り組んだ店内好みの料理をアラカルトで注文

金
沢
市

フ
レ
ン
チ

●
び
す
と
ろ
・
ら
・
こ
ん
て
ぃ

ワ
イ
ン
の
た
め
の
欧
風
居
酒
屋

076-255-3418
金沢市玉川町5-4
18:00～22:00LO
日曜、第1月曜
なし

住
時

料
P

☎

【
ビ
ス
ト
ロ
・
ラ
・
コ
ン
テ
ィ
】

【

】

Data

2829



　

輪
島
朝
市
通
り
に
あ
り
、輪
島

港
直
送
の
鮮
魚
を
使
う
海
鮮
丼

と
寿
司
の
専
門
店
。漁
獲
高
日
本

一
を
誇
る
天
然
フ
グ
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
た「
輪
島
ふ
ぐ
」を
手
ご

ろ
に
堪
能
で
き
、フ
グ
と
白
子

た
っ
ぷ
り
の「
輪
島
ふ
ぐ
丼
」１

９
８
０
円
、ふ
ぐ
2
貫
握
り
３
３

０
円（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
）。海

鮮
丼
も
人
気
が
高
く
、お
す
す
め

は
8
種
の
ネ
タ
が
の
る
海
幸
丼

２
５
３
０
円
。

新鮮だからこそフグの白子も味わえる輪島ふぐ丼

ぷりぷりネタが豪快にのる海幸丼

カウンターとテーブル席がある店内

輪
島
市

海
鮮
丼

●
わ
じ
ま 

か
い
こ
う

豪
快
な
魚
料
理
を
良
心
価
格
で

【
輪
島 

海
幸
】

【

】

【
ラ
ト
リ
エ
・
ド
ゥ
・
ノ
ト
】

0768-76-1552
能登町当目28-1
11:00～14:00（そばがなくなり次第終了）
月曜（祝日の場合は営業）
10台

住
時
休
P

☎

　

裏
山
の
湧
き
水
と
国
産
そ
ば

粉
を
使
っ
た
、挽
き
た
て
・
打
ち

た
て
・
切
り
た
て
の
そ
ば
が
自

慢
。自
家
製
の
焼
き
ア
ゴ（
ト
ビ

ウ
オ
）で
引
く
ツ
ユ
、近
隣
で
採

集
す
る
山
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
季

節
の
天
ぷ
ら
も
好
評
。能
登
牛
の

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、ロ
ー
ス
肉
と

マ
イ
タ
ケ
を
使
う
ま
る
ご
と
能

登
牛
丼
は
、全
国
丼
グ
ラ
ン
プ
リ

金
賞
を
獲
得
。山
中
に
た
た
ず
む

民
家
の
風
情
も
心
地
よ
い
。

田んぼで使う六角形の木枠がインテリアの店内

能
登
町

蕎  

麦

●
ゆ
め
い
ち
り
ん
か
ん

手
打
ち
そ
ば
と
能
登
牛
が
名
物

【
夢
一
輪
館
】

【

】

牛ロースをすき焼き風にする、まるごと能登牛丼2700円

0768-23-4488
輪島市河井町4-142
11:30～13:30LO、18:00～21:00LO
不定休
6台

住
時
休
P

☎

0768-22-0058
輪島市河井町1-100-48
8:30～14:00
水曜
朝市駐車場600台利用（午前中は1回300円）

住
時
休
P

☎

　

フ
ラ
ン
ス
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ

ン
や
大
阪
の
有
名
店
で
修
業
し
た

シ
ェ
フ
が
出
身
地
で
営
む
フ
レ
ン

チ
。「
能
登
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

す
る
」こ
と
が
使
命
と
い
う
シ
ェ

フ
は
、地
元
農
園
や
朝
市
な
ど
で

食
材
を
え
り
抜
き
、最
良
の
コ
ー

ス
に
仕
立
て
る
。ラ
ン
チ
３
８
０

０
円
〜
、デ
ィ
ナ
ー
５
６
０
０
円

〜
。輪
島
塗
の
塗
師
屋
だ
っ
た
民

家
を
改
装
し
た
店
の
佇
ま
い
も
奥

能
登
ら
し
い
も
て
な
し
。

和の雰囲気の中でゆったりとフレンチを楽しめる

輪
島
市

フ
レ
ン
チ

●
ら
と
り
え
・
ど
ぅ
・
の
と

能
登
の
魅
力
を
美
食
で
発
信

【
ラ
ト
リ
エ
・
ド
ゥ
・
ノ
ト
】

【

】

芸術的な盛り付けも味わいのひとつ

【
ラ
・
ク
ロ
シ
ェ
ッ
ト
】

【

】

0767-23-4712
羽咋市柳田町ほ79-1
11:30～13:30LO、18:30～20:00LO
日・月曜（祝日の場合は営業、翌火曜休み）
16台

住
時
休
P

☎

　

フ
ラ
ン
ス
の
星
付
き
店
を
中
心

に
研
鑽
を
重
ね
た
橋
田
シ
ェ
フ
は

「
能
登
の
豊
富
な
食
材
に
フ
ラ
ン

ス
生
活
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
、

能
登
だ
か
ら
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
料

理
を
」と
語
る
。羽
咋
の
岩
ガ
キ
や

野
菜
、七
尾
の
ム
ー
ル
貝
、輪
島
の

カ
ニ
な
ど
山
海
の
旬
素
材
を
駆
使

し
、驚
き
を
誘
う
料
理
の
数
々
が

創
ら
れ
る
。ラ
ン
チ
３
６
３
０
円

〜
、デ
ィ
ナ
ー
６
０
５
０
円
〜
、要

予
約
。

テーブル席のほか、子ども連れも利用できる個室がある

羽
咋
市

フ
レ
ン
チ

●
ら
・
く
ろ
し
ぇ
っ
と

能
登
の
恵
み
を
感
動
の
ひ
と
皿
に

【
ラ
・
ク
ロ
シ
ェ
ッ
ト
】

【

】

窓外の自然を楽しみながら食事を

Data

Data

Data

Data

3031
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